
変数の統合 
 
 ２つのデータセットの変数の統合は、Excel を使う場合、以下のようにできる。 
 図１のデータに、図２のデータの変数 Score-0 を組み込む。 
 

 
図１ 

 

 

図２ 
 



図１の変数 comp.1 の上の B をクリックして B 列をマークする（図３）。 
 

 
図３ 

 
 
メニュ「挿入｜シートの列を挿入」を選ぶ。 
 

 
図４ 

 
図３でマークした列から右側の列がそれぞれ１列右に移動して、新しい列が挿入される（図

５） 



 
図５ 

 
コピーしたい列の文字（図６では「C」）を右ボタンでクリックして、表示されるメニュから

「コピー」を選ぶ（図６）。 

 
図６ 

 
コピー先の列の文字（図７では「B」）を右ボタンでクリックして、表示されるメニュから

「貼り付けのオプション（図７では、左端のアイコン）」を選ぶ 



 
図７ 

 
図８のように、コピーした列が張り付けられる。 

 
図８ 

 
統合したデータセット（図８）を、テキストファイルとして保存する（図９）。 



 
図９ 

 
保存したファイルをメモ帳で開くと、図１０のようになっている。 

 
図１０ 

 
回帰分析の入力データセットの形式に合わせて編集する（図１１）。 



 
図１１ 

 
列が不揃いになっているが、プログラムはデータが空白文字やタブで区切られていれば問

題なく読み込む。見た目を考えて縦に揃えると図１２のようになる。 

 
図１２ 

 



図１１あるいは図１２のファイルを保存すれば、回帰分析の入力データセットとして使用

することができる。 
 
 
 


